（様式３）

企画提案書
[bookmark: _Hlk217574008]（令和８年度福井県ひきこもり地域支援センター運営業務に関する提案）



令和　　年　　月　　日


所在地
団体名
代表者役職・氏名　　　　　　     　　　　 ㊞

令和８年度福井県ひきこもり地域支援センター運営業務に関し、別紙のとおり提案します。
　なお、下記に相違ないことを誓約します。

記

　　
１　地方自治法施行令（昭和２２年政令第１６号）第１６７条の４に規定する者でないこと。
２　県の指名停止措置を受けている者でないこと。
３　民事再生法（平成１１年法律第２２５号）の規定による再生手続開始の申立て、会社更生法（平成１４年法律第１５４号）の規定による更生手続開始の申立てまたは破産法（平成１６年法律第７５号）の規定による破産手続開始の申立てが行われている者でないこと。
４　福井県の全ての県税ならびに消費税および地方消費税に滞納がない者であること。
５　福井県内に本店、支店または事業所等の事務所を有している者であること。
６　提案を求める業務と同種または類似の業務を履行した実績を有するものであること。
７　次のアからオまでのいずれにも該当しない者であること。
　　　ア　役員等（個人である場合にはその者を、法人である場合にはその役員またはその支店もしくは常時契約を終結する事務所を代表する者をいう。以下同じ。）が暴力団員（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成３年法律第７７号））第２条第６号に規定する暴力団員をいう。以下同じ。）である者
　　　イ　暴力団（暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律第２条第２号に規定する暴力団をいう。以下同じ。）または暴力団員が経営に実質的に関与している者
　　　ウ　役員等が自己、自社もしくは第三者の不当の利益を図る目的または第三者に損害を加える目的をもって、暴力団または暴力団員の利用等をしている者
　　　エ　役員等が、暴力団もしくは暴力団員に対して資金等を供給し、または便宜を供与するなど直接的もしくは積極的に暴力団の維持運営に協力し、または関与している者
　　　オ　役員等が暴力団または暴力団員と社会的に非難されるべき関係を有している者

別紙１　
令和８年度福井県ひきこもり地域支援センター運営業務　企画提案書

１ 応募団体の概要
	団体名称
	

	設立年月日
	

	所在地
	〒

	
連絡先
	ＴＥＬ
	（	）

	
	ＦＡＸ
	（	）

	
	Ｅ-mail
	

	

代表者
	ふりがな
氏	名
	

	
	住	所
	〒

	事業担当責任者
	

	団体の沿革および活動内容等
（どのような組織づくりや活動を経て現在に至ったのか、その経緯および支援方針、団体の特色等を記入してください。）
	①沿革

	
	②同種または類似の活動実績（ひきこもりや不登校の相談実績や就労支援など）

	
	③過去３年間に、国・県・市町の補助や委託を受けたことのある団体は、事業名および金額を記載してください。









２　提案内容
（１）県内のひきこもりを取り巻く現状や課題についてどう捉えているか記載ください。







（２）業務内容
①　センターおよび嶺南サテライト拠点の設置
　　　 県内のひきこもりを取り巻く現状を踏まえたうえで、どのような拠点の設置・運営を考え
ているかご提案ください。併せて、各拠点については、予定している具体的な場所を明
記ください。









②　相談支援
本人・家族の個々の状況に合わせた支援方法について提案ください（電話・来所相談・訪
問の支援方法について提案ください）。














③　居場所支援
　　利用者にとって利用しやすい居場所となるための支援について提案ください。









[bookmark: _Hlk219363371]　④　多職種専門チーム
       県（センター）は後方支援（支援者支援）の役割が求められる中、多職種チームをどう
活用していこうと考えているか提案ください。 









⑤　市町やひきこもり支援関係機関への後方支援・ネットワークづくり
国の方針では市町の相談窓口充実を求めている中、市町の支援体制強化に向けた取り
組み(特に支援体制の弱い市町への働きかけ)等について提案ください。 















⑥　家族会および当事者会の開催
　　同じ悩みを抱える人が安心して参加できるよう、また、参加者自身の満足度が高められ　るよう、どのような会を開催していこうと考えているか提案ください。









⑦　住民への普及啓発
　　当事者やその家族も含め、住民への周知が行き届かない中、広報の工夫等について提案く
ださい。







⑧　市町やひきこもり支援関係機関の職員養成研修
　　　特に市町の体制強化に向けた人材育成について提案ください。　







⑨　その他
ひきこもり支援のさらなる拡充を図るため、対面での相談や居場所への参加が難しい若者
に対し、オンライン上でのつながりを創出するための仕組みを提案してください。
また、仕様書に記載のない事項でひきこもり支援として独自に検討している取組みが
あれば記載してください。






（２） 人員配置
　　　配置予定している者について記載
	
	職種・資格等
	勤務予定日数

	所長
	
	

	主任コーディネーター
	
	

	コーディネーター
	
	

	コーディネーター
	
	

	
	
	


　	
	配置体制

	（所長、主任コーディネーター、コーディネーター２名について、主な勤務地や常に１名配置とするための体制について記載）



３　経費見積書

	項 目
	金 額
	積 算 根 拠

	
	
	内容・金額

	１　センターおよび嶺南サテライト拠点の設置

	円
	　記載例
・嶺南サテライト拠点・古民家借り上げ費用
　〇〇円×12か月
・

	２　相談支援
	円
	記載例
・専用回線開設費用
　電話回線使用料　〇〇円×12か月
・訪問支援　専用車の燃料費、職員旅費

	３　居場所支援
	　円
	記載例（嶺北の引継ぎ備品は別添写真のとおり）
・嶺南サテライト備品
・イベント保険（いわゆる所外活動）

	４　多職種支援チームの設置
	円
	記載例
・派遣費用　報償費　＠10,000×〇回
　　　　　　旅費　　実費	



	５　市町ひきこもり支援関係機関への後方支援・ネットワークづくり
	円
	記載例
・協議会参加旅費
・連携会議参加旅費　


	６　家族会・当事者会
	円
	記載例
・茶菓子代　〇〇円×〇〇回
・家族会・当事者会用会議室使用料　〇円×〇回


	７　住民への普及啓発
	円
	記載例
・パンフレット　A３冊子・カラー　〇円×1,000枚
・パンフレット発送費　〇円×500箇所
・講演会・講師謝金　〇円×〇回


	８　市町やひきこもり支援関係機関の職員養成研修
	円
	記載例
・会場経費　　〇円×〇回
・講師謝金　　〇円×〇回

	人件費
	円
	記載例
・給与・賞与
　所長
　主任コーディネーター
　コーディネーター
・各種手当
　

	その他
	円
	

	合計
	円
	


※ 積算根拠はできる限り詳細に記載すること。
1

5

